
1	 はじめに
平成24（2012）年8月に中央教育審議会「教職生活の

全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につい
て （答申）」において，これからの教員に求められる資質
能力として，次の3つを挙げている。「 ①教職に対する責
任感，探究力，教職生活全体を通じて自主的に学び続ける
力②専門職としての高度な知識・技能・教科や教職に関す
る高度な専門的知識・新たな学びを展開できる実践的指導
力・教科指導，生徒指導，学級経営等を的確に実践できる
力③総合的な人間力」である。そして，大学の知を活用し
た現職研修の充実を図る仕組みを構築し，学び続ける教員
を支援することが提言されている。高度情報化やグローバ
ル化という社会の急速な進展の中で，知識・技能の絶えざ
る刷新が必要であり，教職生活全体を通じて，実践的指導
力等を高めるとともに，教員が自立的な探究力を持ち，学
び続ける存在であることが不可欠であると示されたので
ある。
また，平成27（2015）年12月の中央教育審議会「これか

らの学校教育を担う教員の資質能力の向上について〜学び
合い，高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて〜
（答申）」では，社会の変化と学校を取り巻く状況の変化の
中で，平成 24 年度の学び続ける教員像を，どのように実
現に向けて保証していくか，「学び合い，高め合う教員育
成コミュニティの構築」に目を向けた検討が必要なこと等
がまとめられた。教員の養成・採用・研修に関する課題と
関わって，より具体化していくための制度的な枠組みの必
要性や改革の具体的な方向性が示された。
教員の資質能力は，大学の養成課程によって完成するも

のではなく，それは現職教育へと継続することによって形
成されていくものであると考える。初任の時期は，大学に
おける理論と学校現場における実践知とを統合，発展させ
る最初の段階である。具体的な教育活動を行うための実践
的指導力を身につけるとともに，直面する課題に取組み，
改善策を工夫していくという教員として欠くことのできな
い能力を養う重要な時期であると言える。初任者がどのよ
うにこの時期を過ごすかは，今後の教職生活に大きな影響

初任教員の研修ニーズに関する調査研究

Surveys regarding the training needs of newly designated teachers

佐　藤　幸　江（人間科学部こども学科准教授）
Yukie  SATO (Faculty of Human Sciences, Department of Child Study, Associate Professor)

〈要旨〉
「教育は人なり」という言葉がある。教師こそ最大の学習環境であり，教育がよくなる
のも悪くなるのも教師次第である，という通念は広く浸透している。しかし，近年，学校
現場は様々な教育課題を抱えている。大学を出て採用試験に合格し，いよいよ念願の教
師になれたと熱意をもって学校に赴任するが，その課題の多さに日々授業をこなすだけの
教師になっている初任者も多い。質の高い教師の確保及びその資質の維持と向上を目指し
「学び続ける教師」の育成は，学校教育にとっての喫緊の課題となっている。
そこで，本研究においては，本学を卒業した新規採用教員（以下「初任者」という。）

及び2年目の教員に，どのような困難や課題に突き当たっているかアンケート調査を実
施，分析を行い，今後本学における既卒生に対するサポート体制のあり方を検討する基礎
研究とする。その結果，初任及び2年目において共通して「授業づくり」に関しては「授
業の構成」「教材」「子どもの参加」「学習支援」について，課題があることが明らかにな
った。また，初任と2年目を比較すると初任者の方が自分の実践的指導力に関する認識の
低さが明らかになった。これらのことから，今後法的研修とは異なる視点からの，本学独
自のサポート体制のあり方を検討していく必要がある。

〈キーワード〉
初任者研修　初等教育　困り感　授業づくり　学び続ける教師像

〈金沢星稜大学　人間科学研究　第 11 巻　第 2 号　平成 30 年 2 月〉 33

− 33 −



を与える。つまり，初任者に対しできるだけ組織的・計画
的な研修を実施することが必要不可欠であり，初任者は，
学校全体の支援を受けながら，優れた指導者の下で適時，
適切な研修を受けつつ教育体験を深めることによって実践
的指導力等を向上させることかができるのである。
このような初任者の資質能力向上に資する研修等では，

初任期に身につけるべき資質能力の構造や初任期に身につ
いた資質能力の特徴を明らかにすることが重要である。こ
れらの点を明らかにすることができれば，初任者の資質能
力を向上させるためのプログラムに何をどのように組み合
わせればよいかということを考えるための有用な情報を提
供できると考え，本研究を構想した。

2	 初任者研修に関して
現在初任者の資質能力向上に資する研修に関しては，法

的研修として制度化されている。制度化に至るまでの歴史
を概観する。

2−1	 初任者研修の歴史を概観する
初任者研修は，21世紀に向けての教育改革の重要な課題

として，昭和61（1986）年に臨時教育審議会の答申によっ
て提案され，さらに，教育職員養成審議会による検討を
経て，昭和63（1988）年の教育公務員特例法一部改正によ
って創設された。その意義の中に「教員としての資質能力
は，研修の過程を通じてしだいに形成されるものであり，
現職研修においては，大学の教職の基礎的・理論的内容と
実践的指導力の基礎の上に立って，実践的指導力を向上さ
せることに重点が置かれるべきである」とある。平成元
（1989）年度から小学校，中学校，高校，特殊教育諸学校
の全教員を対象に年度毎に導入され，校内研修を少なくと
も週2日年間60日，校外研修を少なくとも週1日年間30日
程度行われるようになった。
そして，平成14（2002）年度の完全学校週5日制の実施

に伴い，初任者研修の期間が変更された。今日では，校内
研修は年間30時間，校外研修は年間25日程度実施するよ
うにされている。なお，平成11（1999）年の教員養成審議
会第三次答申において養成と採用と研修の連携の円滑化を
図るとともに，初任者研修制度の見直しが行われ，平成15
（2003）年度から3カ年計画で拠点校方式が取り入れられた。

2−2	 初任者研修制度の課題
初任者研修制度は，多分に「机上の論理」を優先して実

施形態等が図られたものと言えよう。国が示す初任者研修
の標準的モデルが細部にわたる内容・方法等を定めてい
るために，実際に施行する教育委員会及び各学校において
は，工夫の余地がなく，多くの研修が画一化傾向にある。

また，研修の方法も，最近はグループでの研修も工夫され
てきているが，集合研修で講義中心の内容・方法となって
いる等，受講者にとっては魅力の少ないものになっている
傾向も見られる。一人一人の教員が自立的な探究力を持
ち，学び続ける存在となろうという姿勢を持ち続けるため
の研修のあり方を追究する必要があろう。

3	 研究の目的・方法
3−1	 研究の目的
本学を卒業した初任者及び2年目教員が，どのような困

難や課題に突き当たっているかを明らかにし，今後本学に
おける既卒生に対するサポート体制のあり方を検討するた
めの基礎的な研究とすることを目的とする。

3−2	 研究の方法
①	初任者の資質能力形成に関する初任者及び2年目教員に
対する意識調査
意識調査表は，様々な自治体から出されている現職教員

向けに作成されたものを検討し，カテゴリーが分かりやす
く，自己評価がしやすい神奈川県逗子市のものを援用した
（巻末資料参照）。自分が行っていると思う項目に「○」を
つけ，その実施レベルを評価するというものである。A評
価を「3」，B評価を「2」，C評価を「1」として平均値を
算出した。また，倫理的配慮として，調査協力の依頼文に
おいて，調査協力の諾否については回答者自身の任意に委
ねる旨を明記した。また，回答における匿名性と任意性を
担保するため無記名回答した。その結果，回収率は86％で
計17名（初任者7名， 2年目教員8名，3年目教員2名）の
データ得られた。これらは，本研究で実施する分析に必要
なデータについて欠損値のないものであるが，3年目教員
は総数が少ないため，考察の参考程度の扱いとしている。
②	本学と現職教育をつなぐ研修のあり方の検討
本学の既卒者の困り感や課題の特徴を明らかにしつつ，

初任期に身につけるべき資質能力の向上を図るための本学
としてのサポートのあり方を検討し，実施する。

4	 初任者及び2年目教員の困り感や課題
調査を集計，分析，考察した結果，以下のような本学の

既卒者の困り感や課題の特徴が明らかになった。
4−1	 共通する困り感
［表1］に見られるように，学びに向けての「学習環境
づくり」に関しては，初任者も2年目教員も取り組んでい
る教員が多く，それなりに学習で活用している様子が見て
とれる。しかし，「授業の構成」「教材」「子どもの参加」
に関しては，どちらも自己評価が低く，課題として捉えら
れていることが分かる。
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初任者は，大学において理論知識を学んでも，学校現場
においては学んだ知識だけでは実際的な教育活動の中で不
十分であり，学校現場でなかなかうまくいかなくて予想以
上に困難な状況が推測される。また，初任者は学校で日常
の教育活動に従事しながら，法定初任者研修を受けている
のであるが，「授業力」に関しては奥が深く，まだまだ質
の向上の必要性を感じており，それが困り感となっていく
ことが推測される。

4−2	 初任者と2年目教員の意識
2年目なっても「授業の構成」「教材」「子どもの参加」

等を課題に挙げている教員の割合が多いことは前述した通
りである。 しかし，［表1］で両者を比較してみると，2
年目教員の自己評価の平均値の方が，概ね低いという結果
が見てとれる。これは，経験値を重ねることにより，単な
るノウハウが教員の資質能力の向上につながるものではな
く，理論的背景や実践を振り返ってその効果を省察した上
での授業改善をする力の必要性が見えてくる頃であるから
と考えることができる。つまり，初任者の時期には，見え
ない，あるいは求めない域までも2年目教員は視野に入れ
て授業に臨むことにより，自己評価の平均値が初任者より
も低くなっているのではないかと推測される。初任時のす
ぐに役立つ指導技術の習得を求めている姿勢から，一つの
事例のみでなく多様に応用できるようにする理論も含めて
身に付けたいという意識を持つような変容が，2年目教員
に生起していると考えることができる。

4−3	 具体的な課題
「授業の構成」「教材」「子どもの参加」に関して，具体
的にどのようなことに困り感をもっているか，調査項目か
ら抽出することができる。
①	授業の構成に関して
学習者のニーズに応じた達成目標の提示，板書の工夫等

に課題を感じている。
②	教材に関して
学習の進度に合わせた教材の準備に，課題を感じて

いる。
③	子どもの参加に関して
ここが，最も自己評価が低かった。子どもが意欲的に発

言できる発問の工夫，相互的な学び合いの工夫等，新学習
指導要領に通じる課題である。

5	 本学と現職教育をつなぐ試み
意識調査によって，本学の既卒生が，「授業の構成」「教

材」「子どもの参加」に関して自己評価が低く，課題とし
て捉えられていることが分かってきた。しかし，それらを
一人一人の教員が自立的に探究しようとしても，なかなか
困難である。そこで，本研究においては，既卒生に対する
サポート体制のあり方を模索してきた。まだ，基礎的な研
究段階であり，評価も実施していないがここに報告という
形で整理しておくこととする。

5−1	 2017年度の試み
［表2］にあるような体制を組織し，以下のようなサポ
ートを実施した。
①	自分で課題を設定する
今回意識調査で活用した自己評価表により，自分が一番

課題としていることを「自己の課題」として設定する。法
的研修や校内研修では，課題は予め決められていることが
多く，受け身の参加に陥りやすい。
そこで，本研究においては，自己の実践を振返り，自分

でより向上したいと思うことを課題として設定する。例え
ば，2年目教員のA教諭は，「子どもの参加」について課
題を感じており，特に「相互的な学び合いにおける教師の
役割」を自身の課題とした。
②	継続的に課題解決に迫る
法的研修では，バラエティーに富んだ内容が用意されて

いるが，それだけに1回の単発で終わってしまうことが多
い。やはり，課題解決の方法を自分で模索し，継続的に解
決に向けて改善を重ねることが，授業力の向上につながると
考える。本研究においては，設定した課題について実践し
デジタルカメラなどで記録し，振り返る場を設定していく。

表 1：初任期と 2年目教員の自己課題達成評価平均値 ─ 授業づくり ─
カテゴリー 初任者 （平均値%） 2年目教員（平均値%）

A B C A B C
Ⅰ　授業の土台づくり N=41 39 41 20 N=47 23 45 32
Ⅱ　学習環境 N=21 64 30 6 N=23 65 26 9
Ⅲ　授業の構成 N=31 42 36 20 N=34 18 47 35
Ⅳ　教材 N=14 50 43 7 N=14 29 57 14
Ⅴ　子どもの参加 N=21 36 36 24 N=22 23 45 32
Ⅵ　学習支援 N=21 52 43 5 N=22 36 50 14
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③実践したことを発表し，振返る場を設定する
本年度は，2回の「若手研究会」を開催した。経過をレ

ポートで発表したり，他校の先生方から意見をいただく場
を設定したりした。
子ども達が表現することにより，考える力が高まる授業

実践が重視されてきているが，それは教師にも言えること
である。自分の行った実践を整理しまとめることで，客観
的に自分の実践を見つめ直す機会となる。さらに，その発
表を聞いた熟達者からリアクションをいただくことで，授
業改善の視点をもつことができると考えた。
本年度は，12月28日に金沢大学の「授業力向上ゼミ　特

別セミナー」と連携して，その場を設定した。在校生20
名，既卒生6名の参加があった。また，［図1］に見られる
ように，在学時代の同期生が発表に関して質問をするとい
う場面が見られ，本学独自の研究会のもつ雰囲気を感じる
ことができた。このような雰囲気の中で，互いに切磋琢磨

し，教員としての資質能力の向上をめざし学び続けること
を願いたい。
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表2　若手研究会の構想案

図1 　同期生同士で発表事例を検討する
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5−2	 今後の課題
①	本年度は，意識調査の対象が第1回の若手研究会に参加
した初任者及び2年目教員であった。そのため，対象人
数が17名であった。そのような研究会に参加する教員
は，ある意味モチベーションが高く，自分の授業をより
よくしたいと考えている教員であると考える。そのよう
な会にあまり関心がないような教員も含めてより実態に
即したデータを収集する必要がある。

②	本年度は，本学の教員が中心となり，意識調査を実施

し，若手研究会を設定してきた。実施したサポート体制
を継続するととともに，参加者及び学科教員に評価を実
施し，さらに有効に機能する体制を構築していくととも
に，教員主体から既卒者を巻き込んだサポート体制の構
築をめざしていく。

③	教員の資質能力の向上は一朝一夕にできるものではな
い。継続していける取組みとして，今後教育委員会等と
の連携も模索していく必要がある。

<資料　授業づくりに関する調査項目>
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